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J-7 J097 鼻処置と J105 副鼻腔洗浄又は吸引の併算定の取扱いにつ

いて 

 

《令和元年 8 月 29 日新規》  

《令和 8 年 7 月 1 日更新》  

 

○ 取扱い 

 副鼻腔洗浄に伴う単なる鼻処置以外の鼻処置を必要とする副鼻腔炎以

外の傷病名または症状詳記の記載がなく、J097 鼻処置と J105 副鼻腔洗

浄又は吸引が併せて算定されている場合、医学的に単なる鼻処置以外の鼻

処置と判断できない場合の J097 鼻処置の算定は、原則として認めない。 

 

○ 取扱いの根拠 

 副鼻腔洗浄に伴う単なる鼻処置とは、中鼻道を中心とした処置で、中鼻

道の拡大（開放）、鼻汁の吸引、洗浄を行う処置や局所麻酔剤によって痛

みを止めるような処置または処置部位を中鼻道に限定せず、副鼻腔洗浄に

伴う処置を総合したものであり、副鼻腔洗浄を行う際、中鼻道だけを拡大

するわけにはいかないため、スプレーをしたり、綿棒で触ったり、綿糸を

入れたり、中鼻道はもちろん総鼻道等、他の部位も一緒に処置をすること

になる。それらの処置を総合したものを「副鼻腔洗浄に伴う単なる鼻処置」

と判断する。 

 厚生労働省通知※の J097 鼻処置にある副鼻腔洗浄に伴う単なる鼻処置

ではない処置と医学的に判断できる処置とは、中鼻道以外の部位に対する

処置で鼻前庭、嗅裂の痂皮の除去、単純鼻出血に対する処置及び上咽頭の

処置または痂皮がつかないようにする薬剤やステロイドを塗布するよう

な処置である。 

 しかしながら、副鼻腔洗浄を行う際は、中鼻道だけを拡大するわけには

いかず、中鼻道はもちろん総鼻道等、他の部位も一緒に処置をするが、レ

セプト書面審査上、鼻腔内の部位までは判断できないため、必要に応じて

病名または、症状詳記等の記載がないと判断はできない。 

 また、双方の処置が同日に併算定されている症例は少なく、上鼻道及び

中鼻道以外の部位に対する処置で鼻前庭、嗅裂の痂皮の除去及び上咽頭の

処置または痂皮がつかないようにする薬剤やステロイドを塗布するよう

な処置を行う場合もあるが、必然的に病名や症状詳記等があると思われる。 



 このため、副鼻腔洗浄に伴う単なる鼻処置以外の鼻処置を必要とする副

鼻腔炎以外の傷病名または症状詳記の記載がなく、鼻処置と副鼻腔洗浄又

は吸引が併せて算定されている場合、医学的に単なる鼻処置以外の鼻処置

と判断できない場合の鼻処置の算定は原則認めないと判断した。 

 

（※）診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について 

 


